
出エジプト記 結晶の学び（二） (2) 第 19週   契約を結ぶ神と神の諸契約（２） 新しい契約の内容 

鳥

瞰 
エレミヤが新しい契約に関して予言しているという 事実に基づいて、エレミヤ書は旧約の書であり、また新約の書でもあると考えてよいでしょ

う。キリストご自身は、神がわたしたちに与えた新しい契約、新しい遺言です。新しい契約の内容は四つの祝福を含んでいます。第一に、「わた

しはわたしの律法（laws）を彼らの思いの中に分け与え、それを彼らの心に書き記す」。第二に、「わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民

となる」。第三に、「彼らはそれぞれ同じ国民に、またそれぞれ兄弟に教 えて、『主を知れ』と言うことは決してない．それは、小さな者から

大きな者まで、彼らがみな、わたしを知るからである」。第四に、「わたしは彼らの不義に対してなだめとなり、もはや彼らの罪を決して思い出

さない」。 

 真理要点 経験適用 

１

日 

１． イエスはどのようにしてわたし

たちに与えられた契約となられ

ましたか？ 

 

２． キリストが新しい遺言の実際で

あることを説明して下さい。 

1．キリストは彼の血をもって新しい契約（それは新しい遺言、遺言書となりました）を制定し、神の民の

違反を贖いました。彼は神の義の要求にしたがってわたしたちのために死なれ、彼が死を通して流した血

は用いられて契約を形成しました。彼ご自身でさえ、主の食卓の杯は彼の血にある新しい契約の象徴であ

ると言われました。彼はわたしたちを神に贖い戻し、資格づけて神のすべてを受け継ぐようにしてくださ

いました。これが新しい契約です。実は、この新しい契約はキリストご自身です。 

2. すべての正しい契約は、最終的に遺言となります。契約を制定 した人が死ぬ前、それは契約です。彼

が死んだ後、その契約は遺言 になります。新約聖書の何百もの遺贈のすべての実際はキリストです。キリ 

ストがなければ、聖書はむなしいのです。ですから真の遺言、真の遺言書はキリストです。 

２

日 

１． イザヤ 42：6でキリストが民の

契約と異邦人の光と言っている

ことと 5節で言っている霊は何

を啓示していますか？ 

 

２． 命と法則（律法）の関係とこの

神の最高の法則（律法）がどの

ように広がるかを説明して下さ

い。 

1. まず、彼はわたしたちの内側に「胃袋」、すなわち霊を備えられました。次に、彼はわたしたちに、

「食物」すなわち契約と光としてのキリストを告げられました。わたしたちの霊的な胃袋はわたしたちの

霊であり、キリストは食物であって、わたしたちは霊的な胃袋の中に受け入れるべきです。こうして、キ

リストを受け、享受する道は、わたしたちの霊を活用すること、わたしたちの霊にしたがって生きるこ

と、わたしたちの霊の中にとどまることです。このキリストは、わたしたちの霊と共におられます。 

2.あらゆる命には法則があります。命が高ければ高いほど、その法則は高くなります。わたしたちが神か

ら受けた神聖な命は最高の命です。ですから、それには最高の法則、ここで言及されている法則がありま

す。神は彼の神聖な命をわたしたちの中に分け与えることによって、この最高の法則をわたしたちの霊の

中に置かれます。そこからそれは、わたしたちの内側の各部分、思い、感 情、意志へと拡大されて、いく

つかの法則（律法）となります。 

３

日 

１． ローマ書 7章 8章で啓示されて

いる三つの法則について述べて

ください。 

 

２． 命の法則の能力（capacity）を

説明してください。 

1.これら三つの法則は、宇宙における三つの当事者に起源があります。信者の肢体の中の罪と死の法則

は、彼の体の中にあり、サタンに起源があります。サタンは罪として信者たちの肉の中に住んでいます。

信者の思いの中にある、すなわち、魂の中にある善の法則は、天然の人の命、すなわち、人自身に起源が

あります。命の霊の法則は、信者の霊の中にあり、神、すなわち信者の霊の中に住んでおられるその霊に

起源があります。これら三者は、その三つの法則を伴い、今、現に信者の中にあります。 

2 この神聖な能力（capacity）によって、わたしたちは神を知るだけでなく、神を生き、さらには神で構

成される能力（ability）をもちます。さらに、この能力（capacity）はわたしたちを、キリストのからだ

の肢体とし構成することができます。それはあらゆる種類の機能を含みます。それは豊富な供給の節々の

機能であり、その度量に応じて機能するからだのあらゆる部分の機能です。 

４

日 

１． 命の法則が信者を解放できるよ

うにするのに、スイッチを入れ

ることを務める必要があること

を説明してください。 

２． この法則がどのようにわたした

ちの中で広がり、神の長子のか

たちへと至るようになります

か？ 

1．ローマ 8:2で命の霊の法則が、キリスト・イエスの中でわたしを解放したと言います。神はすべてをす

でに据えられました。いまや、わたしたちがスイッチを入れるのを待っておられるだけです。霊にしたが

って歩き、霊の事を思い、死ぬべき体の働きを死に渡し、神の霊の導きを受け入れ、アバ父と叫び、証し

し、最後にうめかなければなりません。 

2. キリストはまずわたしたちの霊の中へと入って来られました。このキリストは、わたしたちの思いの中

へと広がらなければならないその律法（法則）です。この法則はまた、わたしたちの感情と意志の中へと

広がらなければなりません。わたしたちがこの法則に 機会を与えるときはいつも、それはわたしたちの内

側で広がります。主が広がり、分け与え、書き記し続けるとき、キリストのかたちがわたした ちの魂の中

で表現され、わたしたちは神の長子のかたちに同形化さ れます。 

５

日 

１．わたしは彼らの神となり、彼ら

はわたしの民となるという意味を述

べてください。 

２．命の霊の法則の機能で、内側の

命により神を認識することを述べて

ください。 

1.今日、神の子供たちとして、わたしたちはキリストを持っており、キリストは神の具体化です。キリス

トの中に具体化されているこの神は、わたしたちの命、わたしたちのパースン、わたしたちの嗣業です。

同じように、神も嗣業を持っておられます。わたしたちが彼の嗣業です。神はわたしたちを持つ前、子供

がいませんでした。彼のすべての子供たちは今や彼の嗣業です。今や神は豊富です。   

2.へブル 8:11は、わたしたちは内なる命の感覚によって主を知るので、外側の教えの必要はないことを示

しています。この命の法則は わたしたちに、神のパースンと神聖な命の神聖な能力をもたらします。それ

は神のためにあらゆることを達成し、彼のエコノミーを完成することができます。命の内なる法則によっ

て、わたしたちは能力を持って神を知り、神を生き、さらには神の命と性質において神で構成されさえ

し、彼の団体の表現となります。 

６

日 

１． 新約の中でわたしたちの不義を

なだめ、わたしたちの罪を赦す

ことを説明してください。 

２． 神の罪の赦しがもたらす結果と

は何ですか？ 

1.キリストはわたしたちの罪のためになだめをなして、神の義を なだめ、神の義の要求を満たすことによ

って、わたしたちを和解させました。このなだめに基づいて、神はわたしたちの罪を赦されます。赦すと

は忘れることを意味します。なぜなら、罪を忘れることは罪の真の赦しであるからです。あなたがわたし

を赦すなら、それはあなたがわたしの落ち度を忘れなければならないことを意味します。 

2.人々は、神の赦しが人を大胆で無謀にならせると考えます。神の赦しの恵みとは人を神に対する畏れへ

ともたらすことを、ほとんどの人は知りません。神によって赦されれば赦されるほど、ますます彼を畏れ

ること、神の赦しの恵みを受ければ受けるほど、ますます神に対して畏れを持つようになります。神の赦

しの恵みは、わたしたちに神を畏れさせるだけでなく、また神を愛させます。 

ま 

と

め 

神の命は、最高の命であり、この命の法則は、最高の法則です。神聖な誕生は、わたしたちを新しい領域へともたらします。その領域において、

すべての勝利は無意識であり、努力を要しません。なぜなら、わたしたちを支えているのは、命の霊の法則であって、わたしたち自身の意志では

ないからです。命の霊の法則は据えられており、活動しているので、わたしたちはこの法則の「スイッチを入れる」ことによって、この法則と協

力する必要があります。わたしたちがこのすばらしい原型―神の長子に協力し、開くなら、彼はわたしたちの霊から外に向かってわたしたちの魂

に広がります。神の長子は、命の法則としてわたしたちの中で自動的に働いて、わたしたちを彼のかたちに同形化、すなわち、「息子化」しま

す。 

 


